
【スライド -1】
この度は国際共同研究助成を頂戴

し、感謝申し上げます。前立腺癌患
者における性機能とQOLについて、
日本人、白人、日系米国人の国際比
較研究を行いましたのでその成果を
発表します。

【スライド -2】
われわれはこれまでUCLAと共同

で日米における前立腺癌患者QOL
についてクロスカルチャー研究を
行ってきました。スライドは、前立
腺全摘術後の性機能と性負担感の推移を示します。米国男性の性機能は術後早期に低下し
ますがその後緩やかな回復傾向を示します。また性負担感も性機能と並行して変化してい
ます。一方、日本人男性では術前より性機能が低く、回復も不良です。それにもかかわら
ず性負担感はあまり強くないことがわかります。すなわち日米で性機能障害への負担感

（bother）が異なる可能性を示唆します。

【スライド -3】
2005年のGlobal Sex Surveyによると、日本人のsexual activityは国際的にみても大変
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当日会場発表ができなかったため、本誌での誌上発表となります。



低いことがわかります。この背景には、文化的あるいは社会的状況、性機能、パートナー
の意識、など様々因子が考えられます。

【スライド -4】
これは前立腺癌に対するホルモン療法の成績を日本人と白人で比較したものです。後ろ

向き研究ではありますが、ホルモン療法の成績に関する人種差の可能性を示唆していま
す。このように前立腺癌のアウトカム研究では、欧米で報告される研究結果がそのまま日
本人に外挿できない点が存在することに注意が必要と思われます。

【スライド -5】
そこで限局性前立腺癌患者において、白人、日本人、日系米国人の性機能・QOLを比

較する研究を計画しました。これまでの日米の比較研究をベースにして、特に今回は遺伝
的に日本人であるが米国で生活する日系人に焦点を当てることにより、人種差と文化的差
異を探ることを最大の目的としました。

【スライド -6】
対象は新規に限局性前立腺癌と診

断された男性808例です。内訳は、
東北大と関連施設で診断された日本
人男性（JP）412例、UCLAにおけ
る白人男性（CM）352例、ハワイの
Queen’s Medical CenterまたはＵＣ
ＬＡにおける日系米国人男性（JA）
44例でした。性機能・性負担感は
UCLA Prostate Cancer Index（PCI）
調査票で評価しました。UCLA PCI
はオリジナルの英語版のみでなく、
日本語版においてもその妥当性が確
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立されています。性機能・性負担感ともにスコアが高いほどQOLが良いことを示します。

【スライド -7】
患者背景を示します。日本人、日系米国人では有意に高齢でした。日本人では病期T2

がやや多く、合併症を有する頻度も
多い傾向が認められました。

【スライド -8】
各群の性機能・性負担感を示しま

す。性機能では日本人男性と日系米
国人男性が白人男性に比して有意に
不良でした。一方、日本人男性の性
負担感は良好であり、日系米国人男
性のそれは最も不良でした。すなわ
ち日本人では性機能と性負担感が大
きく乖離していることが示されてい
ます。

【スライド -9】
スライドは性機能各項目について

さらに詳細に解析したものです。各
項目で「不良」と回答された頻度を
示しています。性機能に関しては日
本人と日系米国人男性の障害頻度が
大変近似しており、白人に比べて障
害度が高いことが示されています。
一方、性負担感ではQOL不良と回
答する割合が最も高いのは日系米国
人男性でした。次いで白人、日本人
でした。

【スライド -10】
日系米国人男性に関してはさら

に、パートナーが日本人か日本人以
外かに分けて詳細に検討してみまし
た。性機能については両者で差がな
いにもかかわらず、日本人以外の
パートナーを持つ患者群で性負担感
が有意に高いことがわかりました。
このことは一部パートナーのQOL
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が反映していることを推測させる結
果と考えられます。

【スライド -11, 12】
考察とまとめです。
1） 性機能に関する人種差に関す

る文献では、ヒスパニック系
米国人ではアフリカ系米国人
よりも性機能が不良という報
告がなされています。

2） またアフリカ系米国人の性機
能は白人と比べて差がないと
いう報告もあります。

3） アジア人の性的活動は欧米人と比して低いが、性的満足度には差がないと報告され
ています。

4） 日本のHisasueらは、陰茎硬度は、性行為頻度に関係するものの、日本人パートナー
の性的満足度とは関係しなかった、と報告しています。

今回の研究結果は、性機能とそれに関連するQOLには人種ならびに文化的差異がある
ことを強く示唆するものでした。今後、欧米における研究成果の解釈には一定の注意は必
要と思われます。また同時にこの領域においては、日本人固有の研究の蓄積が重要と思わ
れました。
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